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Abstract

Authors have been developing software content services for mobile phone customers.  Unlike camera
films, digital images do not always take on the form of print; rather they are left in media just as digital data
without being used for further applications.  We must explore a new concept in order to expand the
applications of digital images.  As an answer, we have developed “Photo Miracle” service for camera-
mounted mobile phone users. 

Due to many limitations of mobile phone service development, we had to overcome many kinds of
problems, among which  the biggest one was to reduce the designer’s burden by developing a software
library including a lot of utility functions. In this paper, we will describe what kind of service we have
begun, and how we developed it.

1. はじめに

筆者らは，カメラ付き携帯電話を利用したコンシュ
マー向けのコンテンツサービスの開発に従事している。
近年のデジタルカメラの発展に加え，各携帯電話
キャリアのカメラ付き携帯電話の普及により，デジタ
ル画像を手軽に撮影できるようになってきた。これら
デジタル画像はこれまでのフィルム写真とは異なる，
以下の特性をもっている。
・フィルムと違いプリントを主目的としていない。
・撮った画像は記録するにとどまっており，その利
用方法は未開拓/未発達の分野である。

したがって， コンシュマー向けデジタル画像の分野で
ビジネスを展開していくには，「デジタルならでは」の
楽しみ方を模索する必要がある。
さて，各社カメラ付き携帯電話用に画像を使ったさ

まざまなコンテンツが提案され実運用もされているが，
以下のようなさまざまな制限から期待されるほどの成
功は収めていない。

・携帯電話のローカルな処理能力が貧弱なため，画
像処理などの重たい処理はサーバ側での処理が必
要となり，データ通信のためのパケット代がかか
る。
・プログラムサイズを30～100KBに制限される。
これらを打破して，新しいコンテンツを定着させるに
は生活習慣として利用されるような，飽きのこない
サービスが必要となる。
そこで，筆者らは株式会社アイ・エム・ジェイと共

同で，カメラ付き携帯電話で撮影した画像を用いて楽
曲と共に動画のように見せる“フォトミラクル”を開
発した。“フォトミラクル”とは，デジタルならではの機
能を活用し，静止画にはなかったまったく新しい画像
の表現手段を提供するサービスである。ユーザーは簡
単な操作で，驚くほど完成度の高い，自分だけの動く
フォトクリップを作ることができる。
本報告では，2章でサービス概要，3章で開発概要，4

章で今後の展開について述べる。
（フォトミラクルは2003年4月よりドコモ504iS向けに
サービスを開始した。）

2. サービス概要

NTTドコモ公式サイトコンテンツは，ドコモの厳正な
審査を通ったアプリの総称であり，標準メニューから
サービスに入ることができるため，ユーザーにとって最
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も入会しやすいアプリである。フォトミラクルは当社の
サービスとして初めて公式サイトに採用されている。
また，ドコモ社の課金サービスを利用しており，1ユー
ザーあたり月額300円の会費をいただいている。

2.1 サービス内容

フォトミラクルのコンセプトは，カメラ付き携帯電
話で撮影した画像を，あらかじめ用意した，動く雛型
フレームに埋め込むことで，自分だけの動くフォトク
リップを作成できることである。フレームには曲が同
期するようになっているほか，各種画像処理による写
真加工機能も備わっている。ユーザーはフレームや写
真を変えることにより，さまざまなバージョンのフォ
トクリップを楽しむことができる。

現行のサービスでは，以下の2種類のサービスを選択
できる。
1）スグ＠ミラクル
写真1枚を用いて簡単な動くフォトクリップを作成す

ることができる。完成したフォトクリップは待ち受け
に指定することも可能である。Fig. 1にスグ＠ミラクル
のサンプルを示す。
2）超＠ミラクル
複数枚の写真から，動く画像コンテンツを自動生成

できる。美白効果やカラーチェンジ，リサイズなどを
使った本格的フォトクリップである。Fig. 2にスグ＠ミ
ラクルのサンプルを示す。

Fig. 1 Image samples of Sugu＠Miracle.

Fig. 2 Image samples of Cho＠Miracle.
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2.2 システム構成

1）スグ＠ミラクル
サーバに用意された雛型フレームを携帯電話にダウン
ロードし，撮影した画像をその雛型に埋め込むことで，
動くフォトクリップが完成する。でき上がった作品は，
サーバに保存することも可能である。Fig. 3にシステム
構成を示す。
2）超＠ミラクル
サーバに用意された雛型フレームを選択し，次に画

像を複数枚撮影，もしくは撮影済み画像から選択する。
これらの選択画像はサーバに送られ，選択したフレーム
と共にiアプリに合成された後，携帯電話にダウンロー
ドされる。Fig. 4にシステム構成を示す。

3. フォトミラクルの開発

フォトミラクルを開発するにあたって，さまざまな
技術的課題があった。3.1節では主な問題点と対応につ
いて述べる。続いて3.2節では，フォトミラクル向けに
開発したライブラリについて紹介する。

3.1 ソフト開発の制限事項

ドコモ504iSの主な制限事項とそれらへの対応を以下
に示す。
1）CPUパワー制限
携帯端末内での画像処理には，実質的に加減算程度

しかできないため，簡易的なアルゴリズムによるセピ
ア処理，色反転処理，美白処理などが限界である。

Fig. 3 System view of Sugu＠Miracle.

Fig. 4 System view of Cho＠Miracle.



58 NTTドコモ公式サイトコンテンツ フォトミラクルの開発

よって，当社の高度な画像処理を行うには，サーバで
の画像処理が必須となる。スグ＠ミラクルにおいては，
画像の差し替えのみのため，ローカルな処理で十分で
あるが，超＠ミラクルでは選択画像をすべてサーバに
アップロードし，画像処理の上，iアプリに変換してか
らダウンロードすることにしている。この画像の送受
信にかかる時間的・経済的負荷がサービスのマイナス
面となっている。
2）メモリ制限
i アプリは最大 30KB，スクラッチパッドは最大

100KB，ヒープサイズ1.5MBとなっており，これらに
プログラムを押し込めるために，可読性を犠牲にした
レガシックなプログラミング上の工夫のほか，減色に
よる画像サイズ縮小などを行っている。今回，フォト
ミラクル用に開発した画像処理ライブラリの全フィル
タにこのファイルサイズ調整機能がついている。
3）アクセス制限
iアプリ間のデータ共有は不可であり，カメラアプリ

で撮った画像をiアプリで使うこともできない。よって
フォトミラクルにおいては，フォトミラクル用に撮影
した画像しか使えない。
4）機種間の性能の差異
ドコモ504iSシリーズは，携帯端末メーカー各社から

出されているが，その性能にはかなりのばらつきがあ
る。フォトミラクルにおいて最も問題となるのは，音
と画像の同期の問題である。すなわち，ある特定機種
にあわせてタイミングを調整してしまうと，他機種で
の動きがおかしくなってしまう。一方，機種ごとに
別々のアプリを作るのでは開発負荷が高くなることか
ら，結局各機種で平均的なパフォーマンスが得られる
ように一つのアプリを調整することで対応している。
5）デザインの制約
機種ごとに画面サイズが違うことなどから，フレー

ムをデザインする段階から，各機種の画面にうまく収
まるような配慮が必要となる。これらは人手で行って
おり，フォトミラクル開発における最も非効率な部分
となっている。
以上のように，フォトミラクルの開発にあたっては，

さまざまな問題があり，特に，デザインをアプリに仕
上げる段階で，データサイズの調整や音との同期など
人手に頼らざるをえない作業が存在している。この部
分の効率化のために，専用スクリプトやデータ変換
ユーティリティなどを作ることでデザイナーをバック
アップしている。フォトミラクルで開発した技術的と
しては，この部分がコアとなっている。今後は開発の
効率化によってフレームの生産性をさらに上げていく
ことを検討していきたい。

3.2 画像処理ライブラリ（サーバ側処理）

コンテンツ内の画像処理は，サーバ側の画像処理ラ
イブラリによって行う。ライブラリは，当社で開発さ
れた画像処理ライブラリPixImageLibをフォトミラクル
向けにラッピングする形で実装されている（Fig. 5参
照）。ここには，3.1節で述べたデザイナーをサポートす
る各種機能が盛り込まれている。

サポートする画像処理を以下に示す。
［ぼかし］

［反転／回転／リサイズ］

［明度変換］

［グレースケール／2値化／反転］

［セピア］

［鮮鋭化］

フォトミラクルアプリ

ラッパークラス

PixImageLib

Javaクラス

JavaVMI

新規開発クラス

Fig. 5 Structure of the image processing library.
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［美白］

［Pull/Push］

［擬似透過］
デザイナーからの要請による特殊な処理として，GIFの
透過機能を利用した透過処理を加えた。ここではFig. 6
の赤い画素部分が透過色に指定されている。フォトミ
ラクルにおいては，デザインセンスを生かすための迅
速な画像処理開発も重要な位置をしめている。

［画像サイズ調整］
携帯電話ではメモリに制限があることから，ファイ

ルサイズの調整機能が必須となる。フォトミラクルで
は，色数の削減による画像の幅・高さを変えないファ
イルサイズ縮小を各画像処理関数に標準装備している。
以下に明度調整画像のファイルサイズ削減結果を示す。

このように，当社の技術により，高さ，幅を変えずに
画像のデータサイズを縮小し，かつ画質を最大限保っ
ていることがわかる。

4. 今後の展開

H15年4月のサービス開始以来，コンスタントにユー
ザー数を伸ばしているが，他のIPからのコラボレーシ
ョン要請が多いのもフォトミラクルの特徴である。た
とえば，携帯電話メーカーサイトとの協業など，さま
ざまな方向にサービスが広がりつつある。
一方，現行ではドコモ504iS/505i/FOMA（504i相当の

性能を持った機種）のみの対応であるが，今後も継続
的に新機種や他キャリア端末（AU）への対応を進める
ことで，対象ユーザー層を広げていく予定である。ま
た，フォトミラクルは今後当社が新しい携帯向けサー
ビスを展開していく際の足がかりとしても捕らえられ
ている。よって，ドコモ以外のキャリアについても対
応を進めることで，携帯の分野を幅広くカバーするビ
ジネスに育てていきたいと考えている。

4.1 画像処理フィルターの開発
フォトミラクルへは，当社で開発しているさまざま

な画像処理フィルターを今後も継続的に導入していく
予定である。

5. まとめ

デジタル画像の特性を活かした新しいコンテンツと
して開発したフォトミラクルについて，サービス概要
と開発上のポイントについて報告した。当社の公式サイ
トコンテンツ第1号として，今後もユーザーの声を反映
しながら，さらに機能を拡張していく予定である。
なお，フォトミラクルには，株式会社アイ・エム・

ジェイが開発した携帯端末のJAVAアプリ上もしくは
サーバー内でテンプレート画像と撮影した写真画像，
メロディをシンクロさせる技術「MPV＋CAM（モー
ションピクチャー＋カメラ）」を採用している。

Fig. 6 Example of special orders from designers.

Fig. 7 File size compression by color reduction.

原画像13.4KB 4.72KB

2.82KB 1.61KB




